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先

日

、

初

め

て

国

立

ハ

ン

セ

ン

病

資

料

館

に

行

き

ま

し

た

。

家

族

か

ら

引

き

離

さ

れ

、

生

活

の

自

由

や

結

婚

・

出

産

と

い

う

人

権

を

奪

わ

れ

て

生

き

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

こ

と

。

自

分

の

体

が

徐

々

に

、

知

覚

麻

痺

や

運

動

麻

痺

を

起

こ

し

、

失

明

や

手

足

の

切

断

も

あ

り

う

る

こ

と

。

絶

望

の

中

で

命

を

落

と

し

た

人

が

、

た

く

さ

ん

お

ら

れ

た

こ

と

を

改

め

て

知

り

ま

し

た

。

▼

企

画

展

に

は

、

自

助

具

や

義

肢

等

の

展

示

も

あ

り

ま
し
た

。
自
分

た
ち

で
作

っ

た

ブ

リ

キ

の

義

足

を

は

き

、

ま

た

自

ら

立

ち

上

が

る

人

々

を

想

い

、

強

い

衝

撃

を

受

け

ま

し

た

。

「

社

会

復

帰

の

み

が

更

生

で

は

な

い

。

歩

け

な

い

も

の

が

歩

き

、

箒

を

持

た

な

か

っ

た

者

が

箒

を

持

ち

、

フ

ォ

ー

ク

を

持

て

な

っ

た

者

が

フ

ォ

ー

ク

を

持

つ

こ

と

が

更

生

で

あ

る

。

自

主

自

由

と

は

か

か

る

こ

と

を

意

味

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

」

展

示

室

に

飾

ら

れ

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

に

、

人

間

の

尊

厳

に

つ

い

て

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

▼

誰

も

が

平

等

に

、

自

分

の

人

生

を

自

分

の

も

の

と

し

て

生

き

る

権

利

を

も

つ

こ

と

の

大

切

さ

を

、

噛

み

し

め

る

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

（

ま

）

修
学
旅
行

な
ど
、
以

前
の
と
り

く
み
が

で

き
る
よ
う

に
な
り
、

子
ど
も
た

ち
の
喜

ぶ

声
が
聞
こ

え
て
き
ま

す
。
半
面

、
コ
ロ

ナ

禍
の
弊
害

も
見
え
て

き
ま
し
た

。
上
手

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
に
困
っ

て

い
る
子
ど

も
た
ち
や

、
ス
ト
レ

ス
を
抱

え

て
悩
ん
で

い
る
子
ど

も
た
ち
。

未
だ
、

コ

ロ
ナ
と
共

に
あ
る
状

況
で
の
教

育
実
践

は

困
難
を
伴

い
ま
す
。

お
疲
れ
様

で
し
た
。

第
1
期

加
入
促
進

月
間
で
は
、

旺
盛
な

と

り
く
み
が

報
告
さ
れ

ま
し
た
。

ご
紹
介

し
ま
す
。

①
組
合
員
を
増
や
す
と
り
く
み

◎
積
極
的
な
声
掛
け


県

内

各
地

で
、

単

組
・

分
会

・

専
門

部
な

ど

、
日

ご

ろ
の

つ

な
が

り

を
も

と
に

直

球
勝

負

。
加

入

に
結

び

付
き

ま
し
た
。

◎
学

習
会
の

企
画
、
未

組
合
員
へ

の
誘
い

掛
け


南

支

部
、

北
支

部

、
西

部
支

部

な
ど

で
は

、

教
研

集

会
や

連

続
学

習

会
が

実
施

さ

れ
ま

し

た
。

事

前
に

広

く
呼

び
か
け
、
盛
況
で
し
た
。


事

務

職
員

部
や

栄

養
職

員
部

、

障
害

児
教

育

部
で

も

学
習

会

を
実

施

し
ま

し
た

。

未
組

合

員
も

数

多
く

参

加
し

て
い

ま

し
た

。

青
年

部

や
養

護

教
員

部
、

女

性
部

で

も
今

後

、
予

定

さ
れ

て
い
ま
す
。


富

士

見
・

東
松

山

・
大

里
・

上

尾
・

秩
父

・

川
口

・

蕨
で

は

、
教

員

採
用

試
験

対

策
の

学

習
会

が

開
か

れ

、
た

く
さ

ん

の
臨

採

者
の

方

が
参

加

し
て

い
ま
す
。



北
埼

で
は

、

北
村

委
員

長

を
講

師
に

職

場
ハ

ン

ド
ブ

ッ
ク

学

習
会

を

実
施

し

ま
し

た

。
未

組
合

員

の
青

年

も
交

え

、
権

利

に
つ

い
て

の

学
習

を

し
ま

し
た
。

◎
未
組
合
員
を
誘
っ
た
企
画



直
接

つ
な

が

る
こ

と
が

増

え
て

き
ま

し

た
。

桶

川
で

は
呑

み

会
を

実

施
し
、

未
組
合
員
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
も
と
に
し
た
対
話



西
部

や
北

埼

で
は

、
ア

ン

ケ
ー

ト
用

紙

を
も

と

に
対

話
を

進

め
ま

し

た
。

比

企
で

は

、
電

話
で

の

対
話

も

し
ま

し
た
。

◎
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
・
配
布



春
日

部
や

上

尾
、

富
士

見

、
比

企
、

入

間
な

ど

で
は

、
精

力

的
に

ニ

ュ
ー

ス

を
発

行

し
、

配
布

し

ま
し

た

。
春

日

部
で

は

、
空

白
分

会

へ
の

配

布
も

行
い
ま
し
た
。

◎
共
済
説
明
会
の
開
催



八
潮

で
は

、

執
行

委
員

会

を
学

校
持

ち

回
り

で

開
催

し
て

お

り
、

そ

れ
に

合

わ
せ

て

会
場

校
で

共

済
説

明

会
を

実

施
し

て
い

ま

す
。

先

日
は

、
3

名

の
共
済
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

②
組
合
を
強
く
す
る
と
り
く
み

◎
全
員
集
会
の
実
施


北
ブ
ロ
ッ
ク
（
久
喜
・
幸
手
・
杉
戸
・

白

岡
）

で

は
、

月
末

の

金
曜

日

に
蕎

麦

屋
さ

ん

で
会

議
を

実

施
し

て

い
ま

す

。
前

回
は

11

名

が

参
加

し
、

分
会

の
様
子
を
交
流
し
ま
し
た
。

◎
単
組
合
同
に
向
け
て
の
集
い
合
い



三
郷

・

八
潮

・
吉

川

で
は

単
組

代

表

が

集
ま

り
、

合

同
学

習
会

の
計

画

等
、

単

組

合
同

に
向

け

て
の

集

い
合

い

を

進
め
て
い
ま
す
。

い
よ
い

よ
夏
休

み
。
つ
な

が
り
を
つ

く

り
、
強
く

す
る
た

め
の
チ
ャ

ン
ス
で
す

。

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
と
り
く
み
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。増

や
し
ま
し
ょ

う


拡
大

に
と
り
く

む
組
合
員

の
す
そ

野

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。


学
習

会
や
共
済

説
明
会
を

企
画
し

、

積
極
的
に
誘
い
ま
し
ょ
う
。

強
く
し
ま
し
ょ

う


職
場
に
組
合
の
風
を
。
（
校
長
交
渉
・

要
請
書

・
会
議

で
の
発
・

分
会
掲

示

板
）


合
同

分
会
・
分

会
訪
問
を

し
ま
し

ょ

う
。

活
用
し
ま
し
ょ

う


様
々

な
促
進
費

・
支
援
費

を
活
用

し

ま
し
ょ
う
。


新
規

組
合
員
の

組
合
費
減

額
も
積

極

的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

現
勢
回
復

目
標
3

7
6

人
ま
で
、
あ

と

86
人
。

総
目
標
4
4

2
人

ま
で
、
あ
と
1

5
2

人
。
ぜ

ひ
、
こ
の
夏

も
多
く
の
組

合

員
を
迎
え

、
組
合

員
の
つ
な

が
り
を
強

く

し
ま
し
ょ
う
。

こんにちは、むさしの保険事務所の川村です。

さて、いよいよ子どもたちが待ち望んでいる「夏休み」の時期が近
づいてまいりました。

今年は梅雨入りから猛烈な暑さが続き、教職員の皆様方現場の
多忙化と相まって精神的にも体力的にも例年に増してご負担がか

かっているのではないでしょうか。

新型コロナウイルスがまた増え始めたとのニュースもある一方、こ
こ数年にない人出で市街地も行楽地も人出が多くなってきておりま

す。この間、増えてきた宅配の自転車や子どもを乗せた電動自転

車に加え、子どもたちの遊ぶ姿も増え、いつもの道の状況も一変し
ます。

自転車も道路交通法上「車両」ですが、その手軽さゆえほぼ交通

ルールが守られない運転が見られるのは事実です。しかし、相手に
非があり、自転車保険が義務化されているとはいえ自動車運転中

に接触してしまえば、責任の多くが自動車側の運転者に掛かってく

るのが現状です。
このような自転車や歩行者との軽微な事故の際にも「警察届出」

は必須です。お相手様が動転し、車に傷をつけてしまったという思い
で、仮に「大丈夫」といって立ち去ってしまっても必ず警察に通報し、

記録が残るようにしてください。万一通報せず、後になってお相手様
から警察に事故の連絡があれば一転して「当て逃げ」「ひき逃げ」

の加害者となってしまう可能性があります。ご自身の身を守るという

点でも、事故の大小に関わらず警察への届け出を必ず行ってくださ
い。

また、この暑さからお車のトラブルも急増します。その際、レッカーを

呼んで搬送や応急修理を依頼していただくことになります。救助す
る場所の特定や無駄な出費を防ぐため、必ずご加入いただいてい

る保険会社のロードサービス（JAFの会員になられている方はJAF）

にご連絡ください。ロードサービスにご連絡されずにご自身で手配を
されますと事後にはサービスが受けられず思わぬ自己負担が発生

することがあります。
全教自動車保険にご加入いただいている皆様には、ご契約の際

やご更新のたびに「全教自動車保険アシストカード」と「アシストガ

イド」をお届けしています。事故時や故障時にロードサービスを依頼
される時のフリーダイヤルやご利用いただけるロードサービスの内

容が書かれておりますのでダッシュボードの中に保管しておいていた

だき、万一の際にお役立てください。
暑い夏は、集中力もついつい途切れがちです。疲れが抜けない中

での運転はとても危険です。先日も教職員のご家族の方が直線道

路走行中、工事で片側交互通行の規制中に前方の車列が止まっ
ていることを見落として、４台が絡む玉突き事故が発生しました。幸

いにも入院するような怪我人は出ませんでしたが、状況によっては誘

導員を巻き込む重大事故になっていた可能性がありました。
事故は気を付けていたとしても起こりうる可能性のあるものです。

夏の暑い日々がよい思い出になるよういつも以上に安全運転でお
過ごしください。
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みんなで２１世紀の未来をひらく教育のつどい
全国集会２０２２ ｉｎ高知 ８/１８（木）～２１（日）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
関

わ
り
「
戦
前
の
日
本
と
同
じ
だ
」
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
私

た
ち
は
、
日
本
の
戦
争

に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

8
/
17
か
ら
「
生
き
残
っ
た
子
孫

た
ち
へ

戦
争
六
篇
」
が
東
京
藝
術

劇
場
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

戦
争
や
社
会
的
事
象
を
モ
チ
ー
フ

に
、
緻
密
な
調
査
に
基
づ
き
描
か
れ

る
古
川
健
の
劇
作
と
、
人
間
味
を
凝

縮
さ
せ
る
日
澤
雄
介
の
演
出
で
、
数
々

の
話
題
作
を
送
り
出
し
て
き
た
劇
団

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
」
の
主
催

で
す
。
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）

『
帰
還
不
能
点
』
日
米
開
戦
前
に

す
で
に
日
本
の
敗
戦
を
予
測
し
て
い

た
文
官
た
ち
の
お
話
で
す
。
首
相
近

衛
文
麿
、
外
相
松
岡
洋
右
を
中
心
に

展
開
さ
れ
ま
す
。
「
追
憶
の
ア
リ
ラ

ン
」
1
9
4
5
年
終
戦
直
後
の
朝
鮮

が
舞
台
。
古
川
健
の
祖
父
が
赴
任
し

た
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
で
の
体
験
を
元
に
、

戦
火
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
者
た
ち

の
憎
し
み
と
友
情
が
描
か
れ
ま
す
。

「
無
畏
」
孫
文
、
蒋
介
石
と
親
交
を

結
び

、
日

中
友

好
を

願
い

な

が
ら

「
南
京
事
件
」
の
責
任
者
と
し
て
、

極
刑
判
決
を
受
け
た
松
井
岩
根
陸
軍

大
将
の
最
後
の
日
々
。
東
京
裁
判
で

は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
Ａ
級
戦

犯
の
矛
盾
に
迫
り
ま
す
。
新
作
「
ガ

マ
」
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
最
大
最

悪
の
地
上
戦
と
い
わ
れ
る
沖
縄
戦
。

激
戦
地
首
里
か
ら
数
キ
ロ
北
に
そ
の

ガ
マ
は
あ
っ
た
。
短
編
２
本

立
て
『
◯
六
◯
◯
猶
二
人
生

存
ス
』
『
そ
の
頬
、
熱
線
に

焼
か
れ
て
』
人
間
魚
雷
回
天
の
乗
組

員
と
し
て
特
攻
作
戦
に
命
を
か
け
る

男
た
ち
と
、
原
爆
ケ
ロ
イ
ド
の
治
療

の
た
め
に
渡
米
し
た
女
性
た
ち
の
物

語
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

（
事
務
局
長

山
内
芳
衛
）

教育文化

研究所
コーナー

演
劇
か
ら
日
本
の
戦
争
を
学
ぶ

子どもたちが長期休業に入ると教職員にはまとまった自主研修

のチャンスです。学校や当該地域における教育活動から、世界の教

育事情や全国の教育実践にも触れることもできます。その格好の

機会が「教育のつどい全国集会２０２２in高知」です。

２０２０年は開会全体集会のみオンライン配信、２０２１年は全日程

をオンライン開催とし、コロナ禍でも絶やさずに行ってきた経験を生

かした今年度の「教育のつどい全国集会」です。埼教組からは、５人

の司会者と１２人のレポーターが成功のために力を尽くします。

一般参加を希望する方にご連絡です。日程と参加形態は次の通り

です。

・８月１８日（木）１９：００～２０：４５

田中優子さん（法政大学名誉教授）

「多様性を包み込む社会へ」 完全オンライン（無料）

・８月１９日（金）１８：３０～２０：３０ ５つの教育フォーラム

会場参加とオンライン参加（無料）

Ａ「どの子にも豊かな子ども時代を」

Ｂ「GIGAスクール構想・教育DＸをジャックせよ」

Ｃ「子どもの多様性を尊重するとは」

Ｄ「平和な未来を子どもたちとともに」

Ｅ「開かれた学校づくり」

・８月２０日（土）１０：００～１７：００

８月２１日（日）９：３０～１６：００分科会

有料１０００円（組合員は無料）

＊参加希望の方は埼教組本部へ問い合わ

せをしてください。オンライン対応・集合型

は分科会により異なります。参加者には後

日に参加券とＩＤ・パスコードを送付しま

す。

「
平
和
」
「
暮
ら
し

」
「
憲
法
」
「
民

主
主
義
」
を
争
点
に
し

た
参
議
院
選
挙
の

投
票
率
は
５
２
・
０
５

％
で
、
開
票
結
果

が

明
ら

か

に

な
り

ま

し
た

。

自

民
６

３

（
改
選
比
＋
８
）
、
公

明
１
３
（－

１
）
、

立
民
１
７
（－

６
）
、
維
新
１
２
（
＋
６
）
、

共
産
４
（－

２
）
、
国

民
５
（－

２
）
、

れ
い
わ
３
（
＋
３
）
、

社
民
１
（±

０
）
、

N
党
１

（
＋
１
）

、
諸
派
無

所
属
６

と
い

う
も
の
で
す
。

自
民
・
公
明
・
維
新

・
国
民
な
ど
の
改

憲
勢
力
は
、
非
改
選
の

８
４
議
席
と
合
わ

せ
て
、
参
院
定
数
の
２

４
８
の
３
分
の
２

を
超
え
る
こ
と
に
な
り

、
国
会
発
議
で
き

る
議
席
数
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
院
選
の
共
同
世
論
調
査
（
７

/
１
２

埼
玉
新
聞
）
で
は
、
国

民
の
投
票
行
動
は

①
物
価
高
騰
対
策
（

４
１
・
６
％
）
、
②

年
金
・
医
療
・
介
護
（

１
５
・
９
％
）
、

③
子
育
て
・
少
子
化
対
策
（
１
０
・
７
％
）

が
多
い
理
由
で

、
憲
法
改
正
を
理
由
に
し

た
投
票
行
動
は
３
・
６
％
と
少
数
で
す
。

に
も
か
か
わ

ら
ず
岸
田
首
相
は
「
国
会

で
憲
法
論
議
を

深
め
て
、
発
議
で
き
る
案

を
ま
と
め
る
努

力
に
集
中
し
た
い
」
と
改

憲
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
、
茂
木
幹
事
長
は

「
で
き
る
だ
け

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
尽
き

る
。
憲
法
改
正

に
前
向
き
な
政
党
と
の
間

で
、
ど
の
項
目

を
優
先
す
る
か
、
ど
う
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
て
い
く
の
か
の

認
識
の
共
有
を

図
っ
て
い
く
」
と
作
業
日

程
ま
で
見
据
え
て
い
ま
す
。

選
挙
期
間
中

に
与
党
は
「
軍
事
費
２
倍

化
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
財
源
は
示

し
ま
せ
ん
で
し

た
。
有
権
者
は
、
軍
事
費

増
の
た
め
に
教

育
や
暮
ら
し
が
圧
迫
さ
れ

る
こ
と
を
、
岸

田
政
権
に
白
紙
委
任
を
し

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
結
果
と

選
挙
後
の
改
憲
勢
力
の
発

言
等
か
ら
、
平

和
憲
法
を
変
え
さ
せ
て
し

ま
う
の
か
ど
う
か
の
、
歴
史
上
初
め
て
の

た
た
か
い
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
憲
法
は
希
望
」
で
あ
り
、
平
和
を
愛
し

「
教
え
子
を
戦
場
に
送
ら
な
い
」
と
決
意

し
た
私
た
ち
は
け
っ
し
て
改
憲
を
望
み
ま

せ
ん
。

埼
教
組
は
、
今
後
、
憲
法
を
守
り
生
か

す
た
め
の
学
習
、
宣
伝
、
運
動
を
と
り
く

み
の
中
心
に
位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。
草

の
根
か
ら
、
改
憲
反
対
の
と
り
く
み
を
展

開
す
る
な
ら
ば
、
多
数
の
国
民
と
と
も
に

必
ず
改
憲
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
る
と

確
信
し
ま
す
。

５
月
に
行
っ
た
憲
法
闘
争
大
学
習
会
の

第
２
弾
と
し
て
、
学
習
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
今
か
ら
予
定
を
立
て
、
仲
間
を
誘

い
、
改
憲
阻
止
の
た
め
に
つ
な
が
り
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

憲法の

行方は・・？

テーマ

「憲法と教育」

日時：11月3日(木)10時～
場所：埼玉教育会館2階
参加費：無料

＊元文部官僚の前川さんは憲法を守る運動

を広げるために、全国で講演をしていま

す。今年のオール埼玉総行動（６/５）
でも、参加者に勇気を与えてくれるスピー

チをしてくれました。

埼教組
憲法闘争学習会
講師 前川喜平さん
（元文科省事務次官、

現代教育行政研究会代表）


